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福島第一原子力発電所汚染水処理過程で発生する二次廃棄物の固化処理における K 系アルカリ刺激材料

（AAM）の適用可能性を示すため、実際の廃棄物処理における作業性に係る物性試験を実施した。模擬廃棄

物を含まない K 系 AAM を作製し、粘度変化および凝結時間を測定した。得られたデータについて他の固化

材料[1]と比較した結果、流動性が高く、硬化が早いことが確認された。 
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1. 緒言 

AAM を用いた固化体は、Csや Sr 等の放射性核種に対して高い閉じ込め性を有しており、廃棄物固化への

適用可能性が示されている。一方で、実処理における作業のしやすさに係る流動性、陰イオン核種に対する

閉じ込め性を向上させることが課題となっている。この課題に対して、北海道大学およびシェフィールド大

学において高い流動性および陰イオン核種保持性を有する K 系 AAM の配合条件が検討されている。本研究

では、K 系 AAM の廃棄物固化に対する適用可能性を示すため、配合条件に従い試験体を作製し、固化体作

製時の作業性に係る物性として K 系 AAM の粘度変化および凝結時間の測定を実施した。 

2. 試験方法 

 AAM は、粉体材料のメタカオリンとアルカリ刺激剤を練り混ぜることで作製した。メタカオリンは、ソブ

エクレー社製および IMERYS社製のMetastar501の二種類を設定し、アルカリ刺激剤はモル比をK2O:SiO2:H2O 

= 1:1:13 に調製したものを用いた。AAM の粘度変化は、音叉型振動式粘度計を用いて測定し、凝結時間測定

は JIS-R-5201「セメントの物理試験方法」に準拠した自動凝結試験装置を用いて行った。 

3. 結論 

 結果の一例として、試験で得られた K 系 AAM の粘度変化と、比較のため他の固化材料である Na 系 AAM

の粘度変化を図１に示す。K 系 AAM は Na 系 AAM と

比較して、練り混ぜ直後の初期粘度が低く、急激な粘度

上昇が生じるまでの時間が短く、また急激な粘度上昇が

生じた後の時間当たりの粘度増加量も大きくなる傾向

が確認された。 
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図 1 K系 AAMと Na系 AAMの粘度変化の比較 
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